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町議会定例会昭和59年度第1回

まちづくり活力に満ちた

『行
政
執
行
方
針
』

会
期
は

3
月
ロ
日
か
ら

3
月
辺
固
ま
で
で
、
日
日
間
に
わ
た
り
聞
か
れ
、
町
の
執
行
方
針
を
始
め
と
し
て
、

昭
和
臼
年
度
各
会
計
予
算
、
一
般
質

問
や
条
例
、
昭
和
見
年
度
各
会
計
補

正
予
算

が

審
議

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
い
ま
や
圏
内
経
済
は
世
界
的
に
長
期
的
不
況
の
傾
向
を
示
し
、

失
業

の
増
加
、

貿
易
摩

僚

の
激

動

化
な
と
、
き
わ
め
て
厳

し
い

情
勢
下
に
あ
り
、
財
政
は
硬
直
化

L
、

行

政
改
革
を
中
心
と

し
た
財
政
の
再
建
が
課
題
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
方
自
治

体
は
、

ニ

つ
し
た
国
の
背
景
町
中
で
、
税
収
の
伸
び
も
屯
い
ヰ
か
で
高

齢
者

人

口
の
増
加
に

伴
う
、
年
金
、
医
療
費
が
増
大
す

る
な
ど
、
高
齢
者
向
生
き
が
い
対
策
的
対
応
が
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

更

に
は
、

過

疎
化

的
問
題
は
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
態
と
主

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
住

民
意
識
が
多

様
化
し
、

物
質
的
な
も

の
か

ら
精
神
的
、

文
化
的
立
豊

か
さ
が
求
め
り
れ
る
な

r、
物
事

に
対
す
る
価
値

観

が

変

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

二
う
し
た
こ
と
か

ら
本

年
度

的
予
算

編
成
に
あ
た

っ
て
も
本
町

の
総
合
計
画
を
基
礎
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
日
の
産
業
経
済
環
境
の
激
動
す
る
な
か
に
あ

っ
て
、
大
き
な
試
練

に
直
面
し
て
お
円
ま
す
。

総
合
計
画
も
今
年
度
見
直
し
年
次
で
あ
り
、
こ
れ
等
的
状
況
を
把
握
し
、
本
町
の
特
性
を
生
か
し
た
発

展
と
財
政
の
健
全
化
を
維
持
、
基
本
構
想
の
目
標
達
成
に
向
っ
て
、
産
業

の
振
興
、
社
会
福
祉
の
向
上
と

生
活
環
境
の
整
備
、
教
育
文
化
の
振
興

を
図
り
、
経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
四
年
続

き
の
冷
災

害

に
よ
り
、
町
経
済
が
極
端
に
低
迷
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ニ
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
備

荒

資
金
組
合
積

立

金
を
阪
り
く
ず
し
、
町
民
福
祉
の
増
進

に
つ
と
め
、
活
力
に
満
ち
た
街

づ
〈
り
に
最
大

町
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

打

U
産
業
振
興
の
推
進
円

U

川
年
間
出
輩
は
、
民
昨
低
山
地
に
よ
り

水
稲
を
は
じ
め
畑
作
物
ま
で
且
よ
大
打

般
を
交
け
ま
し
た
.

心
か
ら
お
見
時
巾

L
上
げ
ま
す
.
一

日
L
早
〈
新
た
た
。
気

持
で
今
年
同
官
民
に
励
ま
札
る
こ
と
を

• • 
共
前
w
崎
市
反
収
を
叫
礎
と
し
て
配
分
し

ま
す
.

新
た
に
場
入
さ
れ
ま
す
他
川
途
利
川

北
町
生
産
は
、
将
来
に
わ
た

っ
て
水
山

内
水
川
町
ワ
而
印
刷
を
雌
保
す
る
観
内
か
ら

生
肢
に
協
力
闘
う
も
の
で
す
.
で
す
が

食
用
米
と
の
価
儲
差
が
大
き
〈
、
配
分

を
受
け
た
而
間
的
消
化
が
容
易
で
企
い

こ
と
か
ら
寸
と
も
補
償
し
を
実
地
L
、

水
田
総
而
制
を
も
っ
て
案
分
補
償
を
す

る
も
の
で
す
。
明
定
基
準
は

補
償
額
(
食
用
超
過
米
)
一
億
当
た

り

一

三

、
五
O
O
円
、
他
用
途
半
小
一

慎
当
た
り
一

O
、

O
A
O
円
、
こ
の

差
額
=
一
、
固
ニ

O
円

に
つ
い
て
企
を
山
L

A
H
い
凶
制
に
応

じ
て
れ
拙
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
.

土
地
改
良
夢
曜
に
つ
い
て
は
、
水
凹

利
則
再
編
時
よ
り
転
作
凹
対
策
と
し
て

訓
水
事
業
向
災
施
、
絞
首
規
肢
の
拡
大

の
た
め
の
民
地
開
発
、
県
道
監
備
事
業

等
を
恭
本
と
し
、
年
次
計
聞
に
よ
り
地

工
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
に
お
い
て

も
従
来
ど
お
り
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

B

国
営
北
槽
山
右
岸
か
ん
ば
い
事
曹
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
事
業
向
八
億
円
、

神
丘

m首
工
や
鈴
阿
用
水
機
場
、
幹
腕

川
水
断

一
、
九

O
O
H川
、
神
丘
幹
融
制

水
路
二
O
O
HM等
を
実
施
計
四
し
て
お

り
ま
す
。

本
事
業
向
進
捗
車
は
、
四
年
度
末
で

b
一
。
一
%
が
見
込
ま
れ
ま
す
.

国
営
今
金
東
部
地
区
農
地
開
発
事
推

に
つ
い
て
は
、
四
年
次
を
迎
え
、
本
年

則
砕
し
ま
す
.

こ
札
得
的
こ
と
か
ら
出
家
経
済
は
深

刻
弘
事
態
に
い
た

勺
て
お
り

被

民

良

一
象
的
官
牒
や
生
前
に
立
附
を
き
た
さ
ぬ

よ
う
天
災
資
金
や
山
作
山
維
持
資
金
円

融
通
、
償
泣
企
の
拍
子
同
日
出
.
克
に
は
、

救
県
土
木
事
業
主
ど
、
対
策
を
榊
じ
て

度

F
業
四
二
倍
間
千
万
円
で
削
畑
M
M

主
制
路
辺
一
子
山
下
町
実
地
別
画
と
な

っ
て
お
り
ま
す
.

道
営
事
曜
に
つ
い
て

は
、
昭
如
剖
年

度
よ
り
齢
航
実
施
中
内
日
進
地
区
内同
免

迫
路
町
舗
装
工
に

つ
い
て
は
、
本
年
度

六
七
七
日
川
が
実
地
さ
れ
金
融
問
、

一

O
五
HM
が
完

7
の
巡
び
と
な
り
ま
す
。

時
金
地
区
牒
免
道
路

一
、
凶
二

O
U
、

花
石
地
区
開
拓
地
道
路
六
三

O
灯
、
金

又
地
区
過
疎
基
幹
道
路
三
四

O
HM
の
ほ

か
に
仲
丘
地
区
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良

白
石
地
区
土
地
改
良
総
合
整
備
や
日
進

第
二
地
区
開
拓
地
飲
雑
川
水
地
位
、
八

京
地
区
は
場
艶
備
、
旧
代
金
原
地
区

農
地
開
発
事
業
埼
も
年
主
計
画
に
作
品
づ

き
前
理
川
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
.新

規
と
し
て
は
、
筋
二
白
石
地
区
基

幹
牒
道
制
裁
事
故
や
下
盟
国
地
区
排
水

対
策
特
別
市
中
撲
の
実
施
制
品
設
計
が
計

闘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

団
体
営
事
曹
に
つ
い
て
は
、
金
原
地

区
農
村
基
盤
総
合
艶
備
事
業
が
継
続
実

施
と
主
り
、
今
年
度
は
、
農
道
絡
を
含

む
道
路
改
良
と
排
水
監
怖
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

林
揖
娠
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
森

林
総
作
曲
調
備
計
闘
を
樹
立
し
、
地
地
桁

山
正
を
受
け
る
べ
く
巾
泊
中
で
あ
リ
ま
す
.

町
布
林
町
造
成
市
中
業
は
、
新
紙
同

M

下
刈
附
加
等
を
央
地
い
た
し
た
〈
子
抑

崎
山
市
を
し
て
お
り
ま
す
.

新
林
業
榊
造
改
時
事
業
は
、
日
年
度

会
ま
し
た
.

し
か
し
、
述
統
市
部
等
の
彬
仰
が
内川

家
向
的
を
刷
加
さ
せ
て
お
り
ま
す
.
こ

の
両
雄
対
策
を
関
係
機
関
や
脱
京
時
官

安
定
推
進
委
只
会
を
過
し

桁
極
的
に

推
進
を
図
り
ま
す
.

こ
の
冷
害
を
世
重
な
教
訓
と
し
て
土

• 
よ
り
臼
年
度
ま
で
の

5
ヵ
年
計
闘
で
央

地
す
る
も
の
て
、
本
年
度
予
輩
は
上
稲

拙
地
区
町
簡
易
給
水
施
般
市
中
監
を
集
地

す
る
こ
と
ど
し
て
わ
お
り
ま
す
。

林
道
事
業
は
、
日
年
度
よ
り
石
工
の

奥
光
白
組
問
快
林
道
は
本
年
度
五

O
九

日
を
も
っ
て
完
了
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
峰
組
連
結
林
道
奥
山
組
開
設
卒
業

も

一
、
三
五

O
H引
が
実
施
の
運
び
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

商
工
揖
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
当
町

町
商
工
業
は
小
規
快
経
営
が
多
く
商
工

会
的
適
確
も
る
経
世
指
専
に
よ
り
各

裁
判
的
充
実
を
願
う
も
の
で
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
英
利
河
川
地
以
遊

砂
道

一
七
二
日
引
の
務
怖
を
も

っ
て
全
線

完
了
と
を
っ
て
お
り
ま
す
.

種
川
温
泉
休
憩
所
に
つ
い
て
は
、=一

年
を
級
品

L
.
住
民
同
組
い
の
場
と
し

て
経
世
し
て
お
り
ま
す
。

一
月
末
現
在
的
入
浴
者
数
は
、
大
人

一
二

、
二
五
三
人
、
中
人
二
、
五
九
六

人
、
小
人
一

、
七
七
五
人
、
計
二
五
、

六
二
四
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
a

な
お
、
今
年
は
休
憩
所
，
加
の
舗
装
工

を
す
る
べ
く
子
計
計
上
い
た
し
て
お
り

ま
す
.nu社

会
福
祉
の
推
進

nu

社
会
経
済
情
勢
町
変
化
に
伴
う
般
家

政
化
町
進
行
、
焔
人
的
就
古
円
相
加
に

よ
る
児
童
向
接
官
、
間
齢
者
や
柑
弱
制

的
般
議
、
連
帯
百
織
と
人
間
置
を
打
て

地
基
館
内
務
備
や
土
づ
く
り
の
推
進
、

悦
脱
基
本
技
術
的
普
及
的
徹
底
を
は
か

り
、
市
山
F
H

に
且
け
む
い
強
い
体
質
を
仰

え
た
脱
業
経
営
的
推
進
を
は
か
る
心
的

で
す
.

農
揖
振
興
に
つ
い
て
目
、
昭
和
田
年

度
を
目
棋
と
し
た
内融
業
振
興
計
画
に
基

づ
き
転
作
田
排
水
吋
策
事
業
を
は
じ
め
、

防
風
網
及
び
推
肥
盤
的
設
置
や
優
良
黒

毛
和
組
の
導
入
等
を
継
続
.
干
算
措
置

多
、
，
し
念
A
F
Pレ
ト
~
.

特
に
、
今
後
円
牒
業
搬
興
を
は
か
る

た
め
に
は
、
地
域
〈
る
み
円
筒
L

A
H
い

に
よ
る
集
団
育
成
が
急
務
と
な

っ
て
お

り
ま
す
の
で
地
域
脱
政
推
進
事
業
に
よ

り
良
薬
集
団
内
組
織
づ
〈
り
に
務
め
て

ま
い
り
ま
す
.

新
曲
贋
構
夢
歯車
に
つ
い
て
は
‘
最
終
年

度
と
な
っ
、
白
石
企
阪
地
区
と
も
に

推
進
事
業
町
み
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
期
山
村
援
興
対
策
事
曜
に
つ
い

て
は
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
と
防
火
貯

水
槽
を
実
施
す
る
こ
・
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
国
利
用
再
舗
第
三
期
対
策
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
「
広
報
二
月
号
掲
載
資

料
を
参
聞
の
こ
と
」

1
月
四
日
楠
山
支

庁
よ
り
他
用
注
利
用
品
小
町
生
産
面
附
を

含
む
伝
作
等
目
標
而
織
や
先
波
限
度
数

誌
の
配
分
が
あ
り
ま
し
た
.

転
作
而
山
間
的
配
分
は
、
自
主
転
作
而

制
を
除
い
た
残
而
柿
に

つ
い
て

一
仰
配

分
し
、
他
用
途
利
用
米
町
生
産
前
Mm
は

水
田
耕
作
而
般
に
対
し

一
律
配
分
、
限

度
数
量
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
例
々
向

( 2 ) 

る
場
と
し
て
の
家
庭
機
能
且
び
老
人
や

陣
告
を
も

っ
て

い
る
人
を
ま
え
る
地
地

社
会
問
機
能
が
低
下
し
て
わ
ね
り
ま
す
.

地
域
住
民
を
は
じ
め
、
行
政
機
関
や

民
間
結
団
体
に
よ
り
社
会
初
制
施
股
等

を
肢
と
し
て
地
域
内
迎
却
を
は
か

つ
て

日
出
生
活
に
生
ず
る
賄
問
題
を
き
め
細

か
く
対
応
し
、
そ
の
発
生
を
予
防
す
る

な
ど
、
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
ゆ

き
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
田
歳
以
上
の
老
人
的

占
的
る
割
合
は
‘

H
%
と
全
国
平
均
日

%
を
超
え
て
お
リ
ま
す
。

こ
町
よ
う
な
状
況
下
町
中
で
.
私
た

き
リ
老
人
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
主
人
に

対
す
る
按
積
吋
策
的

一
府
内
充
央
を
は

か
る
こ
と
と
他
府
な
悶
齢
者
に
対
し
て

は
、
今
ま
で
出

っ
て
き
た
能
力
を
活
し
、

日
齢
者
と
地
域
社
会
と
の
結
び

つ
き
を

強
的
生
き
が
い
会
創
出
し
て
行
く
こ

と
が
大
切
で
す
.

経
済
成
長
に
伴
い
、
物
質
的
な
盟
か

き
か
ら
精
神
的
な
盟
か
さ
へ
と
意
識
が

移
行
し
て
お
り
ま
す
自

白
献
に
親
し
む
生
き
が
い
資
制
闘
が
あ

る
生
活
環
境
か
ら
、
家
族
や
地
出
に
お

け
る
型
肝
が
深
〈
、
そ
う
し
た
資
班
活

用
を
敬
主
会
や
主
人
ク
ラ
ブ
が
活
動
し

て
い
る
こ
と
は
砲
ば
し
い
こ
と
で
す
.

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は、

t
人
的
希
盟
と
能
力
に
応
じ
た
生
産
や

創
出
活
動
、
救
護
内
向
上
を
図
り
、
生

き
が
い
を
出
め
る
事
業
を
拙
進
し
、
地

設
内
充
実
、
指
導
者
向
確
保
を
図
る
な

(3 ) 



ど
高
齢
者
向
拠
占

と
し
て
進
め
て
ゆ
き

ま
す
。

今
年
度
は
、
外
構
工
事
を
子
部
措
世

を
し

更

に
一
階
的
整
備
を
図
る
も
の

で
す
。

保
健
衛
生
に
つ
い
て
は
、
町
民
的
健

康
を
保
持
す
る
た

め
に
他
成
診
査
を
は

じ
め
、
健
康
教
育
や
他
康
相
訟
を
仙
極

的
に
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

成
人
病
は
壮
年
期
以
降
か
り
急
速
に

多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
句
位
脱
づ
く

り
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

本
町
内
昨
年
が
ん
楠
診
車
日
%
、
一

般
健
康
診
査
車
日
%
と
の
受
診
車
で
あ

り
、
頭
打
ち
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
つ
し
た
固
定
化
し
た
状
態
を
打
解

す
る
た
め
に
、
口
出
向
保
健
活
動
を
通

じ
て
健
康
づ
く
り
の
意
義
を
住
氏
に
思

解
を
深
め
受
診
車
の
向
上
を
図
り
ま

す。
公
衆
浴
場
に
つ
い
て
は

昭

和
田
年

か
ら
町
に
お

い
て
施
設
を
借
上
げ
述
話

し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
札
を
返
上

し
代
位
え
施
設
と
し
て
主
人
柄
祉
セ
ン

タ

円
浴
場
を
有
効
利
用
と
経
質
的
節

減
か
ら
一
般
住
民
に
開
放
し
‘
公
宋
浴

場
と
し
て
巡
目
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
鉄
第
二
主
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止

問
題
に
つ
い
て
は
国
鉄
経
出
再
建
偲

進
特
別
措
出
法
が
成
立
さ
れ
、
以
米
、

対
集
路
組
を
抱
え
る
口
道
県
の
う
ち
-
一

月
八
日
現
在
で
運
輸
省
に
対
し

知

事

か
ら
の
古
見
出
を
拠
出
し
た
の
は
、
岩

手
、
三
重
、

枇
田
、
栃
木
、
俳
川
町
5

医山
市
賛
同
拓
%
カ
ら
医
療
給
付
山
口

M
と

し
、
補
助
車
は
担
5
%
と
会

っ
て
お

り
ま
す
。

臨
時
財
政
割
前
詑
交
付
金
は
廃
止
、
財

政
調
接
交
付
金
は
国
庫
補
助
金
の
郊
と

す
る
な
ど
、
保
険
税
の
限
度
初
を
従
来

的
捌
方
円
か
ら
四
万
向
に
引
き
上
げ
る

な
ど
極
的
て
雌
し
い
内
容
と
な
り
ま
し

た。
こ
の
こ
と
か
ら
、
保
健
活
動
は
も
と

よ
り
、
自
主
財
源
的
碓
保
、
医
療
賛
同

適
正
化
等
に
つ
い
て
稲
極
的
な
経
営
努

力
を
し
、
健
全
財
政
の
維
持
を
図
ら
怠

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い
て
は、

昨
年
こ
の
合
計
が
設
世
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
医
療
賛
同
伸
び
は
鈍
化

的
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
本
町
老
人

一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
全
国
的
に
向

い
位
世
を
占
め
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

保
健
卒
業
円
相
極
的
な
推
進
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
.

医
療
給
付
曲
目
は
、
田
年
度
実
紺
を
基

礎
と
し
、
自
然
増
分
5
%
と
診
療
報
酬

改
訂
増
分
幻
%
、
計
げ
%
の
伸
び
車
を

干
割
引
川
上
い
た
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
(
施
設
勘

定
)
に
つ
い
て
は
‘
昨
年
四
月
に
院
圧

が
交
替
し
、
地
域
的
中
核
病
院
と
し
て

住
民
同
期
待
に
そ
う
べ
く
医
療
水
部
内

向
上
、
維
持
に
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
昨
年
、
診
療
報
酬
や
薬
価
基
準
が

改
訂
さ
れ
事
実
上
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、

病
院
迎
世
に
般
し
い
も
の
が
あ
た
え
ら

県
の
み
で
あ
り
ま
す
。

残
る
ロ
道
県
は
未
抗
出
町
状
況
で
あ

り
ま
す
が
運
輸
省
は

本

年

度
中
に
廃

止
本
認
の
た
め
知
事
の
意
見
合
提
出
を

促
す
る
動
き
を
見
せ
て

い
る
こ
と
か

り

国
鉄
特
定
地
方
交
通
組
(
第
二
次
総
)

雌
保
対
策
市
町
村
会
裁
の
代
表
に
よ
り

2
月
7
日
制
回
運
輸
大
臣
や
関
係
省
庁

に
存
続
を
申
し
入
れ
て
お
り
ま
す
。

瀬
棚
線
廃
止
反
対
の
利
用
対
策
と
し

τ、
団
体
施
行
者
に
半
額
助
成
措
置
を

継
続
し
、
更
に
、
個
人
回
数
#
利
用
に

つ
い
て
も
半
額
助
成
と
範
囲
の
拡
大
を

図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

制
棚
料
存
続
期
成
金
と
し
て
は
、
今

後
的
展
開
に
、
奥
尻
町
の
参
加
を
も
得

ら
れ
る
状
勢
に
も
あ
り
ま
す
町
で
組
織

の
強
化
を
は
か
り
志
が
ら
存
続
を
う
っ

た
え
て
ま

い
り
ま
す
。

消
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
住
民
的
生

命
財
産
を
守
る
見
地
か
ら
引
い
恥
き
予
防

消
防
の
強
化
を
図
る
た

め
に
、
干
防
査

察
の
徹
底
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

更
に
ン
エ

y
ト
ホ
ス
的
充
足
、
ガ

ス
椴
知
器
や
防
火
水
柏
町
怨
設
等
を
子

都
柿
世
し
、
施
設
の
盤
怖
を
は
か
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
町
年

事
故
発
生
判
数
8
同

内

死

亡
2
名
、

傷
者
日
名
で
あ
り
、
日
年
事
故
発
生
内

数
日
件
、

内
死
亡

1
名

傷

者

日
名
と

な

っ

前

年

対
比
5
何
用、

内
死
亡
1

名
減、

似
者
2
名
附
と
泣
憾
に
堪
え
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。• • 

れ
ま
し
た
。

更
に
、
今
年
三
月
町
改
訂
に
よ
り
、

平
均
M
%
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
見
通
し

に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
っ
に
企
業
経
営
は
、
地
々
困

難
性
を
極
的
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

g

地
域
住
民
的
福
祉
と
企
業
経
営
的
健
全

化
を
充
分
配
慮
し
な
が
ら
進
的
て
ま
い

り
ま
す
.

新
院
長
の
就
任
以
米
、
医
師
向
充
足

を
図
る
た
め
に
、
専
門
的
診
療
体
制
を

目
途
に
強
化
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。外

科
医
師
に
つ
い
て
は
、
従
来
一
ヵ

月
交
替
の
派
泣
で
あ
り
ま
し
た
が
今

年
五
月
カ
ら
長
期
派
泣
の
決
定
を
は
る

こ
と
に
な
り
、
住
民
的
要
噌
と
体
制
の

強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
推
特
別
吉
計
に
つ
い
て

は
、
金
服

。
針
金
地
区
簡
易
水
道
工
事

を
目
、
日
年
皮
肉
ニ
ヵ
年
継
続
計
阿
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年

一
部
が

完
成
し
日
戸
の
給
水
を
し
て
お
り
ま

す
.今

年
度
銭
円
配
水
管
布
設
工
串
延
長

一
七
、
八
三
七

U
と
浄
水
坊
や
配
水
池

町
外
梢
工
事
、
消
火
栓
四
位
を
も

っ
て

全
工
事
が
完
了
し
ま
す
。

神
丘
地
区
簡
易
水
道
卒
業
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
認
可
申
疏
を
し
、
明
年
度

事
業
活
手
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

以
上
、
行
政
執
行
方
針
を
述
べ
ま
し

こ
の
対
策
に
あ
た
り
、
推
進
委
只
会

や
安
全
協
会
指
導
n
H
会
と
述
隙
を
凶

り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

口
公
共
土
木
施
設
の
推
進
口

黄
利
河
ダ
ム
建
設
工
事
に
つ
い

て
は
、

道
南
世
紀
同
位
大
事
業
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
工
事
用
道
路
円

盤

側

係

石
場
や
コ
ン
ク
リ
ト
プ
ラ
ン
ト
円
建

設
、
更
に
は
各
組
工
事
の
試
験
も
終

り
今
年
度
か
ら
本
格
的
に
活
工
町
通
び

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

建
設
費
は
叫
億
円
が
干
拝
付
と
な
り

堤
体

コ
ン
ク
リ
ー
ト
町
拘
設
工
事
が
お

こ
な
わ
れ
ま
す
a

関
連
卒
業
と
し
て
、
国
道
捌
号
齢
、

道
々
品
牧

1
英
利
河
剖
仰
の
付
替
工
事
に

つ
い
て
も
昨
年
に
引
続
き
実
施
さ
れ
ま

す。
町
道
改
良
事
推
に
つ
い
て
は
‘
多
年

要
望
的
八
来
日
古
料
、
八
束
中
央
線
か

ら
近
々
旭
古
今
金
総
町
区
間
2
千
蜘
川
叫

が
新
規
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
、
加
幸
組
改
良
制
装
工
事
に
つ

い
て
は
、
昨
年
よ
り
ニ
ヵ
年
計
闘
で
進

め
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
九
月
頃
ま

で
に
は
完
了
の
凡
込
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。継

続
実
施
中
町
山
田
組
改
良

4
業
は

舗
装
工
事
を
合
的
て
完
了
と
な
り
ま
す
。

代
行
的
稲
松
綿
改
良
事
業
町
第

一
工

区
は
.
今
年
度
完
了
の
比
込
み
で
あ
り

た
が
地
方
行
財
政
を
取
り
ま
く
環
境
は

一
段
と
雌
し
い
も
町
が
あ
り
ま
す
。

ま
す
が
第
二
工
区
に
つ
い
て
は
、
印
年

精
工
を
目
途
に
路
相
選
定
を
す
る
べ
く

開
発
、
土
税
等
と
協
議
中
で
あ
り
ま
す
。

神
丘
6
耕
献
に
つ
い
て
は
継
続
実

地
と
な
っ
た
他
昨
年
路
盤
改
良
さ
れ

た
田
代
綿
に
つ
い
て
も
舗
装
工
事
を
新

規
に
認
め
り
れ
た
も
の
で
す
。

都
市
計
画
に
お
け
る
田
代
通
綿
街
路

事
業
に
つ
い
て
は
、
日
年
活
工
以
来
、

五
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
地
域
関

係
者
向
ご
埋
解
に
よ
り
、
今
年
度
完
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
第

四
期
住
宅
建
設
五
ヵ
年
計
画
に
基
づ
き

今
年
度
8
戸
町
建
設
子
定
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
田
、
四
年
代
に
建
設
し
ま
し
た

住
宅
は
、
当
時
的
社
会
情
勢
下
で
、
質

よ
り
け
一
品
的
確
保
で
あ
り
ま
し
た
。

戦
後
四
年
を
経
過
し
た
今
日
社
会

環
駐
の
変
化
と
老
朽
化
や
部
屈
の
挟
少
、

設
備
の
貧
弱
き
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
也
容
時
期
的
到
来
し
て
い

る
も
町
が
附
戸
あ
り
こ
の
建
替
ス
ト

ッ
ク
住
宅
を
昭
和
白
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
第
五
期
住
宅
住
設
五
ヵ
年
前
回

に
取
り
入
れ
、
建
設
干
定
を
し
て
わ
ね
り

ま
す
。総

合
公
園
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
同

年
治
工
を
目
椋
に
現
在
草
案
を
取
り
ま

と
め
中
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
都
市
計
画
公
園
と
生

活
環
境
保
全
森
林
務
仙
卒
業
と
の
合
わ

せ
事
業
で
あ
り
ま
す
。

基
本
構
忽
計
囲
内
策
定
に
あ
た

っ
て

(e ⑩ 

し
か
し
、
町
政
発
展
的
た
め
総
力
を

あ
げ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
誠

〕

は
、
関
係
機
聞
と
も
協
議
し
、
吏
に
は
、
4〔

住
民
事
加
を
も
呼
び
か
け
て
意
見
を
拘

聴
し
な
が
ら
こ
の
公
園
が

「
町
民
的
健

全
な
心
身
を
育
む
英
知
を
益
ヲ
場
し
と

し
て
建
設
し
た
い
と
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

門

U
教
育
文
化
の
振
興
円

U

希
望
と
健
康
に
尚
ち
た
明
る
く
住
み

よ
い
今
金
町
を
築
く
た
め
、
生
涯
教
行

的
機
能
を
充
実
し
、
郷
土
置
を
も
っ
町

民
円
育
成
を
図
り
時
代
的
要
品
と
町
民

の
則
持
に
比
え
る
べ
く
教
育
施
設
の
充

実
に
軒
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
施
設
的
怒
備
に
つ
い
て
は
、
山

間
小
学
校
内
危
険
校
品
川
改
築
事
業
、
組

川
小
川
守
校
プ
ル
建
設
卒
業
を
実
地
し

た
く
予
算
州
市
を
し
ま
し
た

a

更
に
、
懸
案
の
柏
山
北
町
全
日
制
、

脱
業
生
活
科
が
本
年
度
よ
り
設
置
さ
れ

る
運
び
と
な
り
同
名
が
入
学
子
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
民
業
後
継
者
向
多
数
の
入
学

者
に
よ
り
基
幹
産
業
で
あ
る
股
葉
町
発

展
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

円
ハ
U
特
別
会
計
予
算
円
川
U

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

(事
構
勘

定
)
に
つ
い
て
は
、
図
的
緊
迫
し
た
財

政
状
況
は
国
保
干
卦
に
む
電
大
な
影
押

を
及
ぽ
し
そ
の
内
容
は
迅
明
者
医
療

制
皮
肉
創
設
、
国
庫
補
助
率
も
従
来
的

全
や
町
民
的
皆
さ
ん
の
深
い
ご
型
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『教
育
行
政
執
行
方
針
』

意
識
の
支
流
拡
大

今
、
国
会
に
お
い
て
教
育
制
皮
肉
見

直
し
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
教
育

改
革
は
、
行
政
改
革
や
財
政
改
革
に
舵

〈
第
三
円
改
革
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す

a

現
行
制
皮
肉
枠
組
み
問
中
で
多
様
化

す
る
社
会
怖
造
的
現
状
に
見
合
う
教
育

内
容
や
教
的
H
h法
を
質
的
に
改
善
を
図

る
こ
と
が
重
嬰
課
題
で
あ
り
最
善
円

努
力
を
す
る
も
の
で
す
。

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
道

教
育
委
只
全
が
全
道
的
視
野
の
も
と
に

関
係
機
関
や
団
体
か
ら
な
見
を
徴

L
、

指
導
担
占
項
目
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

O
基
礎
的
、
基
本
的
内
容
を
ふ
ま
え
て

学
よ
な
欲
を
高
め
る
学
習
指
碍

。
心
的
舶
れ
合
い
を
大
切
に
し
、
白
か

ら
を
律
す
る
力
を
育
て
る
生
徒
指
導

豊
か
な
人
間
創
り

。
生
命
を
大
切
に

L
、
日
北
化
を
的
さ

す
健
康
、
安
全
指
導

こ
ワ
し
た
内
容
を
玉
体
的
に
う
け
と

め
地
域
的
充
実
に
即
し
た
創
古
あ
る
充

実
し
た
教
育
活
動
を
相
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。種

川
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は、

懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
全
校
統

合
内
基
本
組
に
向
け
て
地
域
型
解
に
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
地
出

P
T
A
町
一
部
町
古
と

都
政
申
し
上
げ
ま
し
た
が
意
見
は
多
様

で
あ
り
若
干
時
間
を
置
く
こ
と
が
い

い
の
で
は
と
判
断
を
し
、
今
日
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
校
合
同
現
状
等
を

考
え
ま
す
と
放
置
で
き
る
状
況
で
は
な

く
今
後
利
力
的
に
話
し
合
い
を
進

的
統
合
型
解
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
吉
小
学
校
の
休
校
に
つ
い
て
は
、

児
童
数
が
減
少
、
今
年
度

一
名
門
在
籍

と
な
る
こ
と
か
ら
、
部
落
会
や

P
T
A

専
門
型
僻
を
い
た
だ
き
休
校
と
い
た
し

ま
&
?レ
れ
~
。

膏
少
年
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
ワ
ス

コ
ミ
専
に
よ
る
と
病
理
的
視
説
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
応
に

苦
労
し
て
い
る
時
で
す
。
幸
に
し
て
本

町
は
、
全
く
と
は
言
え
な
い
が
相
事
的

で
あ
り
、
組
紘
的
、
柴
田
的
な
も
の
は

な
く
、
望
ま
し
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
で

す。
こ
つ
し
た
問
題
を
防
ぐ
に
は
、
半
校

は
却
論
、
家
庭
で
町
し
つ
け
や
地
域
担

金
的
協
力
が
何
よ
り
も
大
事
で
あ
り
ま

。
4
9
 

( 5 1 



生
徒
指
導
に
あ
た
り
「
仮
称
、
校
外

生
活
指
導
述
給
委
只
」
を
日
名
設
け
、

父
母
や
地
域
に
呼
び
か
け
を
し
た
く
予

算
持
訟
を
し
ま
し
た
.

克
に
.
学
校
教
科
H
法
節
団
条
内
組
定

に
よ
る
生
徒
町
出
席
停
止
柿
世
に

つ
い

て
は
、
干
棋
を
懲
戒
処
分
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
会
〈
、
学

校
鞍
序
の
維
持
と
義
務
教
育
を
受
け
る

権
利
を
保
障
す
る
こ
と
か
ら
設
け
ら
れ

て
い
る
も
円
で
す
。

こ
の
取
り
敏
い
に
つ
い
て
は
軽
々
し

く
す
べ
き
事
で
は
む
く
、
充
分
怠
る
教

育
的
配
慮
が
必
要
で
あ
リ
、
止
む
を
仰

主
い
場
合
に
の
み
適
用
す
る

L
町
で

学
校
管
理
規
則
的
一
部
改
正
を
椴
訪
中

で
あ
り
ま
す
。

教
育
施
般
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
は
山
川
小
，

r校
内
全
閣
改
築
や
阿

川
小
半
校
内
プ
ル
勉
設
な
ど
を
予
計

計
上
告
し
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
の
言
語
障
害
学
紐
の
新
設
に

つ
い
て

は
、
今
金
小
学
校
は
臼
年
に
開

設
し
て
お
り
ま
す
が
中
宇
校
に
は
な
く
、

義
務
教
行
的
見
地
か
ら
新
政
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
.

郎
官
児
数
は
、

-
3
日
成
ま
で
で

M

名
が
数
え
ら
れ
ま
す
.

奨
学
金
の
貸
付
額
の
直
正
に
つ
い
て

は
‘
昭
和
田
年
に
改
正
し
た
ま
ま
に
な

っ
て

お
り
、
状
況
、
時
代
の
変
化
を
巧

雌
し
叩
%
柏
町
改
正
晶
例
を
提
案
し
ょ

し
た
。幼

稚
園
教
育
に

つ
い

て
は

先

般

入

い
る
か

就
学
援
助
に
つ
い
て

寸
。
今
金
町
就
学
援
助
基
準
紋
に
つ

い
て
。
就
学
援
助
制
度
を
文
母
に
知

凶
希
望
者
を
取
り
ま
と
め
し
ま
し
た
結

栄
、
肝
名
と
な
り
前
年
比
日
名
増
と
な

り
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
諸
物
価
町

他
七
り
が
あ
り
ま
す
が
附
叶
料
的
納
入

川
怖
を
充
分
間
意
し
、
指
先
バ
ラ
ン
ス

を
配
慮
し
な
が
ら
実
地

L
‘
給
立
山
口
は

前
年
問
機
掘
泣
き
・
と
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
人
間
意
識

が
変
化
し
、
制
神
而
で
の
貧
困
が
指
摘

さ
れ
て
お
リ
ま
す
.

事
旺
教
内
川
町
微
能
が
低
下
し
.
世
代
川

町
断
絶
に
よ
り
旧
世
年
非
行
円
相
川
、

連
市
性
が
欠
け

て
い
る
と

Q
わ
札
て

お

り
社
会
教
育
的
役
訓
は
大
き
〈
、
同
年

同
様
凶
本
柱
を
目
僚
に
杭
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

。
町
民
事
し
く
生
雌
F

W
H
伺
む
欲
を
喚

起
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
品
純

機
凶
や
氏
問
団
体
と
円
辿
卿
を
凶
り

主
が
旬
、
時
代
に
対
応
し
た
町
民
学

級
や
各
種
文
化
講
座
等
、
学
問
機
会

的
推
進
を
は
か
る
。

。
住
民
的
協
調
と
辿
帯
に
支
え
ら
れ
た

地
山
崎
、
部
活
づ
く
り
の
た
め
に
社
会

教訓
H
関
係
団
体
専
の
什
主
的
前
動
を

助
長
し
、
地
域

的
生
活
課
聞
に
取
り

組
む
実
践
活
動
向
促
進
、
刊
少
年
同

社
全
参
加
と
高
齢
者
同
意
識
の
日
協

を
図
る
.

。
指
導
体
制
町
充
実
強
化
を
図
る
の
に

民
間
指
持
判
的
益
成
時
似
や
資
質
的

向
上
を
桁
極
的
に
岨
町
時
、
木
住
ド
H
年

金
中
心
と
し
た
指
呼
町
時
保
を
す
る

l' (. 
ら
せ
る
方
法
と

T
続
き
の
附
#
化
に
つ

い
て

O
銀
行
振
込
み
な
ど
税
に
直
接

支
給
に
つ
い
て
L

以
上
で
あ
り
ま
し
た
が

、
詳
細
に
つ

こ
と
を
ね
ら
い
に
研
修
会
や
講
習
会

に
計
画
的
参
加
、
指
導
者
向
養
成
を

図
る
。

。
社
会
教
育
地
設
肉
強
備
と
機
能
的
充

実
の
た
め
に
将
来
的
展
望
的
も
と
に

図
件
館
や
資
料
館
、
文
化
セ
ン
タ

等
町
整
備
を
図
る
。

青
少
年
教
育
に
つ
い
て
は
、
心
身
と

も
に
随
全
育
成
を
図
る
町
に
家
庭
や
学

校
、
社
会
が
独
自
の
機
能
を
発
蝉
し
つ

つ
全
体
澗
和
を
図
る
こ
と
が
大
別
で
あ

り
ま
す
.

少
年
則
に
お
け
る
地
蹴
社
会
で
肉
体

験
は
、
山
か
な
人
間
形
成
に
役
だ
ち

家
庭
や
宇
校
で
件
が
た
い
も
の
が
あ
り

ま
す
.

本
町
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
体
は
‘

日

団
体
を
有
し
て
お
り
、
ス
ポ
ツ
を
通

じ
て
社
全
吾
川
に
対
す
る
忠
清
向
山
叫

が

図

ら

れ

交

流
、
仲
間
的
拡
大
が
さ

れ
て
必
リ
ま
す
。

よ
り
一
層
的
推
進
強
化
を
図
る
の
に
、

指
碍
者
向
養
成
を
必
要
企
す
る
こ
と
か

」ワ

宿
泊
を
伴
ヲ
砂
動
研
修
の
害
加
、

団
体
前
動
向
品
本
的
立
知
誠
や
技
術
的

利
得
し
て
も
ら
い
こ
の

F
主
的
推
進
を

悶
る
も
の
で
す
.

体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は、

近
年
生
活
水
準
向
向
上
変
化
に
伴
い
、

自
由
時
間
が
地
大
さ
れ
て
い
る
反
田

辺
動
量
が
減
少
し
体
力
が
低
下
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

人
川
挙
制
的
地
純
で
あ
る
心
身
他
府

に
貯
ま
し
〈
会
い
彬
惇
が
あ
り
ま
す
が

い
て
は
論
告
だ
よ
り
に
て
掲
載
さ
れ
る

干
定
で
す
.

-
今
金
町
特
別
職
の
報
酬
額
・
費
用
弁
償
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

人数 現行(S55'10'1適用) 改正案(S59'4.1適用) 引上車
区 分

(人) 傾 '1 有n )j 軒l 書目 (%) 月 il:. 

回T 長 l 540，000 6，480，000 580，000 6，960，000 7.4 

lIIJ 』生 1 430，000 5，160，0∞ 470，000 5，640，000 9.3 

収 入 4生 380.000 4，560，000 430，000 5，160，000 13.2 

教 育 長 1 380，000 4，560，000 430，000 5，160，000 13.2 

機 長 1 150，000 1，800，000 175，000 2，]00，000 16.7 

刷 椛 iミ 1 117，000 1，404，000 145，000 1，740，000 23.9 

寄島 只 tミ 3 107，000 1，284，000 130，000 1，560，000 21.5 

続 自 13 100，000 1，200，000 120，000 1，440，000 20.0 

牒草E委只会全長 1 220，000 250，000 13.6 

" 職務代理委只 1 200，000 230，000 15.0 

" 委 只 13 190，000 220，000 15.8 

教育委n全委只長 l 200，000 250.000 25.0 

H tilJ委員長 190，000 230，000 21. 1 

H 委 只 2 180，000 220，000 22.2 

選'H: 委員 長 1 120，000 130，000 8.3 

" 委 日 3 100，000 110，000 10.0 

監在委只 学識経験 1 200，000 230.000 15‘O 

" 議会選任 180，000 190，000 5.6 

民生協力総務委n 1 90，000 120，000 33.3 

" 委 日 21 80，000 90，000 12.5 

予防扱組専門委員長 1 日制n9，000 日古Jill，OOO 22咽2

" 委 貝 3 " 8，000 11 10，000 25.0 

白書n報酬 ー委只 長 " 5，600 " 6，300 12.5 

" 刷又は代理 " 5，000 " 5，600 12.0 

" 委 只 " 4，500 " 5，100 13.3 

(単位円)特別職等の報酬・給料・給与の改正

「
町
民
皆
ス
ポ

1
ソ
し
を
目
指
し
て
生

活
の
中
に
ス
ポ

i
y
を
取
り
入
れ
‘
生

誕
に
わ
た
り
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康

で
あ
る
よ
う
推
進
す
る
も
円
で
す
。

明
る
く
活
力
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と

一

• 

が
で
き
る
よ
う
各
刷
体
育
ス
ポ

l
y
施

設
の
整
備
拡
充
や
指
持
者
向
養
成
確
保

に
時
め
る
な
ど
、
学
校
体
育
地
設
町
有

機
的
活
用
を
図
り
、
ス
f
1
ツ
団
体
等

町
育
成
を
航
極
的
に
す
る
も
円
で
す
.

(6 ) 

般

質

問

忍

び

|
|
」

審
議
事
項
ー

L

-
一
般
質
問
内
容
に
つ
い
て

中
野
随
員
H
U
畑
作
試
験
ほ
の
設
置
と
股

業
改
良
普
及
所
今
金
駐
在
所
円
安
定
し

た
位
世
づ
け
に
つ
い
て

「
減
反
政
策
に
よ
る
削
地
化
、
一
見
に
、

州
同
地
造
成
等
畑
地
而
柿
哨
反
町
中
で
の

研
究
施
設
と
的
関
連
し
た
普
及
所
町
本

町
統
A
H
町
公
述
的
中
で
研
究
機
関
肉
強

制
に
よ
る
安
定
し
た
今
金
駐
在
所
町
存

山由
に
つ
い
て
」

長
谷
川
憾
員
M
U
今
金
町
の
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
症
の
対
策
に
つ
い
て

「
。
飲
川
水
吋
筑
に
つ
い
て

③
媒

介
動
物
対
策
に

つ
い
て

。
術
生
教
育

に
つ
い
て
」

石
川
議
員

l
消
防
、
消
火
用
水
町
時
保

と
市
街
地
側
端
的
措
婦
に
つ
い
て

「
地
下
水
に
頼
っ
て
町
消
火
に
は
間

組
が
あ
る
と
忠
わ
れ
る
の
で
円
然
流
水

を
稲
川
し
、
そ
の
自
然
水
を
市
街
地
町

側
品
川
に
流
す
ζ

と
に
よ

っ
て
消
掃
す
る

( (t (. 

こ
と
が
出
来
え
る
利
川
も
あ
り
、
一
石

二
山
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
.
水
制
地
は

光
古
に
求
め
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い

」

渡
部
職
員

1
第
三
期
水
田
利
用
再
編
対

策
に
つ
い
て

「
O
第
三
期
水
間
利
則
再
編
対
策
を

ど
の
よ
ヲ
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。

他
用
途
米
持
入
を
ど
の
よ
う
に

4
え
て

い
る
か

。
第
三
則
水
田
利
用
再
編
対

箔
(
他
用
途
米
導
入
を
吉
め
)
に
よ
る

今
金
町
内
農
業
に
与
え
る
彬
響
に
つ
い

てし
附
桝
家
白
川
悦
と
脱
家
経
由
同
住
に

つ
い

て

「。
股
家
的
且
似
実
態
を
ど
う
把
憎

し
て
い
る
か

O
白
山
川
県
相
(
悶
定
化

負
債
)
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か

O
負
償
州民
家
に
対
す
る
行
政

と
し
て
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に

4
え
て

い
る
か
」

第
二
臨
訓

(行
革
)
が
品
集
に
与
え

て
い
る
影
間
刊
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

-
個
人
の
町
民
税
に
係
る
今
金
町
税
条
例
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

制
人
司
住
民
説
に
係
る
地
方
税
法
的

臨
時
特
例
に
附
す
る
法
律
が
も
う
け
ら

れ
昭
和
四
年
度
分
に
限
り
左
記
町
と

お
り
適
用
さ
れ
ま
す
.

控f 酷 グ〉 手;f， 曹1 特別適用前 特別適m後

礎 控 除
円

227，000円イ、基 220，000 

一般的住除対象配偶者 220，000 227，000 

ロ、配偶者控除
I;;J I;~ ;'特別障害者である控

250，000 257，000 
除問組配偶者

昌人控除対集配偶者 230，000 237，000 

一般の扶養税族 220，000 227，000 

問問特別障害者である扶
250，000 257，000 

d民税肱
ハ、扶養控除

同出 260，000 267，000 

」主人扶養親族

同陪以外 230，000 237.000 

臨時特例法の主な内容
控除額の改正(1) 

-
今
金
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

浴
場
利
用
条
例
制
定
に
つ
い
て

凹
月
三
日
か
ら
利
用
開
始
に
も
る
も

何
で
す
。

利
用
時
間

夏
期

(
6
月

t
叩
月
)

(2) 配偶者控除又は扶養控除町適用対象者向所得限度額を 300，000問

とする.

午
後

5
時

i
同
時

冬
期
(
日
月

1
5
月
)

午
後

5
時
1
9
時

入

小 中 大浴
人人人料

金

凶

O
円

ニ
O
内

六
O
悶

(7) 



-
今
金
町
奨
学
資
金
貸
付
基
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

今
金
町
に
居
住
し
、
優
秀
な
学
生
生

徒
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な

者
に
吋
し
、
奨
学
資
金
の
貸
付
を
す
る

も
の
で
す
。

貸
付
金
額
は
、

高
等
学
校

一
人

月
制

「
五
千
円

以
内
し
を
寸
八
千
円
以
内
」
に

大

学

一
人

月
額

二

万
円

以
内
」
を
「

一
万
五
千
内
以
内
」
に

大

学

院

一

人

月
額

二

万
二

千
円
以
内
」

を

ご

万

八
千
問
以
内
」

に
改
的
た
も
の
で
す
。

-
今
金
町
農
業
後
継
者
奨
学
金

貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

農
業
後
継
者
を
育
成
し
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
高
等
学
校
、

短
大
、
専
門
学
校
、
に
て
就
学
二
年
以

上
の
年
数
向
者
、
普
通
大
学
町
民
業
課

程
に
就
学
し
て
い
る
者
を
吋
製
に
す
る

も
の
で
す
。

貸
与
金
額
は
、

一
人
年
額

「
八
万
円

以
内
」
を
「
十
万
円
以
内
」
に
改
め
た

も
の
で
す
。

昭和59年度予算総額56億7干g百054千円
o一 般 会 計 33億6千百300千円

0国民健康保険特別会計事業勘定 8億4干6百970千円

o国民健康保険特別会計施設勘定 g億5千3百095千円

o老人保健特別会計 5億5千 564千円

。 簡 易水道事業特 別 会 計 1億8千7百125千同

-
今
金
町
火
入
れ
に
関
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

今
金
町
の
森
林
又
は
、
森
林
円
周
閤

一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
あ
る
土

地
に
お
け
る
火
入
れ
に
闘
し
、
森
林
法

に
も
と
づ
き
許
可
を
得
な
け
れ
ば
忍
り

ま
せ
ん
。

(
許
可
の
申
請
)

O
火
入
れ
を
行
な
お
う
'
と
す
る
土
地
及

び
そ
の
周
囲
町
現
況
並
び
に
防
火
町

設
備
の
位
置
を
示
す
見
取
図

。
火
入
れ
地
が
申
踏
者
以
外
的
者
が
所

有
し
又
は
、
管
理
す
る
土
地
で
あ
る

と
き
は
、
そ
の
所
有
者
又
は
管
理
者

向
承
諾
書

。
申
加
者
が
紡
負
契
約
に
基
づ
き
火
入

れ
を
行
な
お
っ
と
す
る
者
で
あ
る
場

合
に
は
契
約
性
的
写

L

(
許
可
の
要
件
)

火
入
れ
の
目
的
が
止
の
い
ず
れ
か

に

骸
当
す
る
こ
と
。

。
造
林
の
た
め
の
地
ご
し
ら
え

O
開
徳
一嘩
仙

。
害
虫
駆
除

。

焼

畑

。
採
草
地
の
改
良

火
入
地
町
周
囲
内
現
況
防
火
の
設

備
の
計
画
、
火
入
干
防
定
期
間
に
わ
ね
け

る
気
製
状
況
の
見

ιし
等
か
わ
み
て
、

周
囲
に
延
焼
の
お
そ
れ
が
む
い
と
認
的

ら
札
る
こ
と
。

i((' • 
-
今
金
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て火

入
許
可
証
的
手
数
料
を
徴
収
す
る
も
の
で
す
ロ

一
件

に

つ

き

二

O
O
円

-
今
金
町
国
保
病
院
使
用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

病
院
を
使
用
す
る
者
に
対
し
て
は
、

が
、
左
記
町
通
り
改
め
た
も
の
で
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料
を
徴
収
し
て
お
り
ま
す

特老人所時

ハリ、キュウ診祭同窓ISF
就骨診断書

死亡診断書

その

身体検査世

免許用診断書

高E

700P'l 

700fT] 

700fT] 1 ;函に つき

" 

" 

健康診断出

市

普通診断 {~~

UR 

• • 

一般会計予算ー

3，000円

M 

M 

1，000円

H 

" 

基金積立金 511千円 E四%
公債費 3.0QC千円 0.46%

路支出金 2.821~千円。“%
予備 費 2，000千円 0.31%

一

，511千円 1.50%

国民健康保険特別会計{事業勘定)予算
3.22多6

-
今
金
町
国
民
健
康
保
険
奨
学

金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

(8 ) 

本
町
に
必
要
な
技
術
職
只
(
保
健
婦
、

助
産
婦
、
右
雄
婦
準
看
護
婦
)
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

奨
学
金
円
貸
与
額

一
人
月
額

二

万
二
千
円
以
内
」
を

「
一
万
五
千
円
以
内
」
に
改
め
た
も
の

で
す
。

-
退
職
手
当
の
特
別
加
算
に
つ

い
てこ

の
度
、

三一
月
三
十

一
日
を
も
っ
て

勧
奨
退
職
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た

消

防

支

者

長

石

井

俊

世

病

院

事

務

長

高

田

町

内
同
委
事
務
局
長
浜
田
邦
列
三
氏

の
勧
奨
退
職
加
幻
を
す
る
も
の
で
す
e

。

• 。
14ヘJ

死体椴案料

( 9 ) 



1.35% 

資本的収入車び支出

国民健康保険特別会計{施短勘定}予算

3削千円 0.0・%
68'千円 0.01%

収益的収入亙び宜出第
H
田
舎
盆
町
婦
人
文
他
祭

老人保健特別会計予算

公償責 l千円

信玄幽会 l昌子阿

緑入金 28，495予肉 5.18%
縁忽金 1千円

儲収入 ‘千円

内・• 

意
識
の
交
流仲

間
づ
く
り

婦
人
民
間
的
文
化
祭
が
三
川
凶
日
町

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
山
側
、
丘

O
O

人
近
い
人
述
が
お
し
ょ
せ
.
会
場
せ
ま

し
の
状
況
で
あ
り
ま
し
た
.

主
悩
は
、
今
A
m
町
州
人
団
体
辿
協
股

会
に
よ
る
む
の
で
、
こ
的
ね
ら
い
は
、

日
頃
附
人
が
団
体
問
動
で
宇
ん
だ
こ
と
、

身
に
つ
け
た
も
の
を
持
ち
寄
っ
て
展
示

発
表
す
る
こ
と
と
.
仲
間

E
識
の
向
儲

左
交
流
を
図
り
、
婦
人
的
よ
り

一
層
的

簡易水道特別会計予算

会担金及U負4旦金
"千円 0.01%

• 
川
下
判
向
上
‘
地
域
活
動
向
的
発
化
を
図

る
こ
と
を
願
う
も
町
で
す
。

参
加
対
撃
は
、
雑
れ
で
も
が
参
加
で

き
る
も
の
と
し
て
時
び
か
け
、
バ
ザ
ー

は
「
う
ど
ん
、
お
で
ん

一九
回
飯
、

お
舟

L
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
な
ど
を
用

意
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
.

即
売
会
は
、
事
屈
で
ね
む
っ
て
い
る

不
用
な
物
の
販
売
こ
の
益
金
町
一
部

を
福
祉
団
体
に
野
付
す
る
計
画
に
む
つ

瀬棚線を守りましよう私たちの足

て
い
る
そ
う
で
す
.

E
に
は
、
各
地
区
に
お
け
る
婦
人
会

内
副
長
発
卓
会

『
歌
や
踊
り
」
民
的
合

同
友
情
出
拙
が
あ

っ
た
む
ど
の
他
俳

句
会
の
た
ん
ざ
〈
的
展
示
や
生
花
、
手

去
、
リ
ホ
ム
.
映
画
研
修
「
思
い
や
り
」

が
上
映
さ
れ
た
り
多
踊
多
彩
斑
り
だ

く
さ
ん
で
し
た
。

北海道開発斤長官を 拝 命 い た Lま Lた。

爾来、北海道を理 解 す る こ と を第 轄といたしまして 、 既 に 二 度 に わ

た η現地を拝見させ ていただ〈とともに道内各界的方 々と軍見町交換に
6均
品開めてまいりま Ltこ。

32 その結果、私t:.これからの日本がますます安定的な発展を遂げてい

~8~ くために、北海道の果たす役割は 層大きなものじなってい〈という u
g 識を、日々強〈してお ηます。

主
哀 そのためには、 21世紀をも念頭に置いて、広〈提智を集め魅力ある北玄

(10) 
〕-〔



対ァL国

昭
和
的
年
を
目
途
に
、
第
二
次
赤
字

ロ
ー
カ
ル
組
廃
止
す
る
と
町
中
に
瀬
棚

綿
が
官
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
皆
様
も
ご

存
じ
の
と
お
り
で
す

a

こ
の
こ
と
に
対

L
、
町
と
し
て
も
関

係
機
関
に
再
参
再
四
に
わ
た
り
廃
止
し

な
い
よ
う
に
と
働
き
か
け
て
お
り
ま
す

が
、
し
か
し
、
最
近
内
新
附
紙
上
で
報

泊
さ
れ
て
い
る
よ
っ
に
、
国
鉄
は
、
経

営
再
辿
促
進
特
別
附
置
法
を
設
け
、
四

月
中
切
に
「
見
切
り
発
車
」

を
す
る
意

向
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

こ
つ
し
た
こ
と
か
ら
町
は
も
と
よ
り

道
と
し
て
も
正
念
場
を
む
か
え
て
お
り

ま
す
。

(交
付
決
定
町
通
知
)

O
町
長
は
、
補
助
金
町
交
付
を
決
定
し

た
と
き
は
通
知
す
る
も
町
で
す
。

(
そ
の
他
)

O
こ
の
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

必
要
な
事
項
を
別
に
定
め
る
。

(

附

則

)

O
こ
町
改
正
要
綱
は
、

施
行
し
ま
す
。

凶
月

一
日
か
ら

町
長
が
別
に
定
め
る
事
頂

(
一
世
団
体
)

O
団
体
旅
行
後
、
当
日
又
は
翌
日
駅
長

の
証
明
を
受
け
、
補
助
金
交
付
町
中
間

性
を
す
み
や
か
に
町
長
に
悦
出
す
る
も

の
と
す
る
。

。
町
が
旅
費
を
支
持
し
た
引
い
身
者
は

補
助
の
対
集
外
と
す
る
。

(学
校
間
悌
の
団
体
)

O
団
体
旅
行
後
当
日
又
は
翌
日
駅
長

町
証
明
を
受
け
、
補
助
金
交
付
の
巾
日

告
を
す
み
や
か
に
町
長
に
拠
出
す
る
も

の
と
す
る
.

。
要
.
単
要
保
護
児
草
生
徒
就
学
級
助

質
的
支
給
を
受
け
た
児
童
生
徒
の
修
学

総
行
は
補
助
の
吋
説
外
と
す
る
。

。
修
学
旅
行
の
引
卒
者
(
回
、
道
、
町

山
口
同
支
給
を
受
け
た
も
町
を
い
う
J

は

補
助
肉
付
制
案
外
と
す
る
。

(
個
人
間
悟
)

O
回
数
券
購
入
後
、
日
本
国
有
鉄
道
の

領
収
舎
を
添
付
し
て
、
制
助
金
交
付
町

中
間
り
を
す
み
や
か
に
町
長
に
拠
出
す

• • 
る
も
町
と
す
る
。

@
利
益
田
目
的
を
む

っ
て
他
に
転
売
又

は
、
商
業
上
町
長
口
聞
と
し
て
は
制
助
円

対
集
外
と
す
る
。

。
通
勤
、
通
学
定
期
券
利
用
者
は
補
助

的
対
象
外
と
す
る
。

普通運行 団体 叩l 引迎行表 回 数 券 辿 n
片 道

幼児中学 般 一 般引卒者区 n円
キロ科 こど も大 人 小学生日校生 他 こども大人

A 0.71 B 0.51 C 0.91 CO.851 D 0.7 

4- 金 k， ~) 円 円 円 円 同 円 円 同

(440) (880) (308) (440) (790) (740) (610) 2，200 4，400 
30.6 

匡ヨ 縫 220 440 150 220 390 370 300 1，100 2，200 

布l' 丘
(440) (880) (308) (440) (790) (740) (610 ) 2，200 4，400 

国 縫
33.9 

220 440 150 220 390 370 300 1，100 2，200 

芙利l河

(440) (880) (308) (440) (790) (740) (610) 2，200 4，400 

"" I有 山

30.6 
220 440 150 220 390 370 300 1，100 2，200 

災 不1)河

(510 ) (1，020) (357) (510) (910) (860) (710) 2，550 5，100 
36.2 

坤目 t胡 255 510 170 255 450 430 350 1，275 2，550 

7ι 石

(440) (880) (308) (440) (790) (740) (610) 2，200 4，400 
31.8 

A司 棚 220 440 150 220 390 370 300 1，100 2，200 

)内往復国鉄瀬棚線団体及び回数券運賃表

下つにあっては今金駅、1>1'.千駅治的団体乗車券を。Jーリ にあ っては、今金駅、神丘駅発。

購入した場作を含む。

町
も
こ
れ
等
的
措
世
と
し
て
、
瀬
棚

綿
利
用
者
に
対
し
、
団
体

旅
行
者
に
は
従
来
ど
お
り

半
額
町
助
成
を
継
続
、
吏

に
今
回
、
個
人
回
数
券
利

用
者
に
も
助
成
す
る
こ
と

に
範
囲
を
拡
大
、
利
用
促

進
を
図
り
、
是
非
、
皆
様

の
こ
利
用
こ
協
力
を
い
た

だ
き
、
存
続
を
訴
え
る
も

の
で
す
。• 

合金町奨学資金の貨何について
昭和59年 4月か勺修学される学生で奨学資金の 2、学資の支弁が困難であると認められるもの。

貸付を希望される方は、下記事項を留意の上、 4 3、身体健康、学業成績優秀で性行善良であるも

月16日 までに教育委員会に申 L出ください。 の。

記 (貸付 額 r月額 J)

高校 8千円、 大 学 l万 5千円、大学院 l方 8千円

(償還)

卒業後 6ヵ月すえ置き、 10年以内の年賦償還、

担利子です。

詳しいことは教育委員会におたずねください。

(貸付対象 者)

今金町に居住する者の子弟で、次の条件を備え

ているものに貸付する 。

1、学校教育法に定める高等学校及び大学に進学

を希望するもの。

国
鉄
瀬
棚
線

(12) 

利
用
促
進
補
助
金
交
付
要
綱

(

趣

旨

)

@
町
は
国
鉄
瀬
棚
紘
的
利
用
促
進
の
た

め
、
国
鉄
瀬
棚
組
を
利
用
し
て
旅
行
を

行
う
団
体
旅
行
及
び
個
人
旅
行
に
対

し
て
国
鉄
瀬
棚
線
利
用
促
進
補
助
金
を

今
金
町
補
助
金
等
交
付
規
則
に
基
づ
き

交
付
す
る
も
の
で
す
。

(
交
付
基
準
)

@
町
民
が
団
体
旅
行
(
同
人
以
上
を
い

う
。
)
及
び
、
回
数
券
を
利
用
し
て
個
人

旅
行
を
す
る
場
合

。
国
鉄
瀬
棚
線
的
利
用
区
間
が
却
キ
ロ

ぷ
(
片
道
を
い
う
J

以
上
で
あ
る
場
合

。
小
学
校
(
種
川
今
金
小
学
校
を
除

く
)
児
琵
に
つ
い
て
は
、
乗
車
人
只
が

日
人
以
下
で
あ
っ
て
も
前
段
内
基
準
を

適
用
す
る
も
の
で
す
。

(
楠
助
金
の
額
)

。
補
助
金
的
傾
は
‘
前
段
に
よ

っ
て
利

用
し
た
国
鉄
瀬
棚
線
車
車
区
間
的
巡
貨

(別
表
)
の
V
R
以
内
と
す
る
。

。
補
助
金
制
に
叩
円
未
尚
の
端
数
が
生

じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
捨
て
る
も
の

と
す
る
。

(
補
助
金
町
交
付
の
申
請
)

。
こ
の
補
助
金
の
交
付
内
申
前
は
、
団

体
旅
行
者
向
代
表
者
が
定
的
る
様
式
と

し
、
個
人
旅
行
者
に
つ
い
て
は
、
回
数

券
購
入
時
間
領
収
出
を
添
付
し
て
申
踏

討
を
町
長
に
提
出
す
る
も
円
で
す
。

(13) 

議(
言E

O河川l、かんがい溝の傍や池などの危

険な場所で遊ばないょっ普段カ、ら言い

聞かせておきま Lょう。

@危険な場所で遊んでいる子供を見カ、

けた勺必らず声をかけ、注意 Lま Lょ

う。 北梅 山警察署から

融雪期の子供事故防止について

暖気ととも t二戸外で遊ぶ子供連の行

動が活発にな ηます。

この時期は、近〈の河川なと'が増水

L 、危険がいっ 11， 、ですので、次町二

とに，主意 Lて、子供の事故を防止 Lま

Lょう 。



今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
で
は
、

3

川
お
H
A
F
勾
皮
肉
新
入
pp
児
弔
問
主
辿

次
会
を
馴
い

、
抗
色
町
ラ
ン
ト
セ
ル
カ

パ
ー
を
従
附
、
教
吋
H

叫
に
予
わ
た
さ
れ

ま
し
た
.

カ
パ
に
は
、

?
十
車
安
全
し
の
文

干
が
入

っ
て
お
り
ビ
ニ
ー
ル
型
で
あ

る
こ
と
か
均
雨
風
を
し
町
ぐ
の
に
も
役

に
た

っ
て
お
り
、
と
て
も
す
て
き
な
も

の
で
す
a

こ
れ
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
こ
れ
で

Y
竜
が
交
辿
事
故

か
ら
守
ら
れ
れ
ば
と
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

こ
町
カ
パ
は
近
々
各
小
，
f
伎
町
新

入
学
児
輩
に
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
む
っ

て
わ
ね
り
ま
す
.

子
供
を
つ
く
ら
む
い

夫
姉
が
哨
え
て

い
る
よ
う
で
す
.
育
て
る
町
が
而
倒
だ

育
児
以
外
に
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
、
ど
ん
も
子
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
の
で
心
配
だ
、
む
ど
と
い

う
の
が
そ

の
理
由
で
す
.

し
か
し
、
白
分
た
ち
を
日
制
し
き

っ

て
い
る
幼
児
日
に
日
に
大
き
く
な
っ

て
い
〈
子
供
た
ち
、
そ
の
成
長
的
事
を

見
て
い
る
の
は
出
し
い
こ
と
で
す
.
そ

し
て
ま
た
、
子
供
は
無
量
作
に
か
わ
い

い
も
の
で
す
.

何
の
た
め
に
干
供
を
産
み
、
打
て
る

の
か
.
こ
れ
は
難
し
い
質
問
で
す
。
し

• . 唄J

か
し

一
度
は
じ
っ
く
り

4
え
る
べ
き

と
で
す
.

家
名
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
、
自
分

た
ち
の
北
後
を
け
凡
て
も
ら
う
た
め
に

以
前
は
こ
的
よ
う
な
思
由
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
.
円
分
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と

を
こ
の
ザ
聞
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
‘
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明日をささえる

康
4月7日lま世界保健デー

子供の

岬
岨
し

や

が

て

自
分
的
意
志
や
感
怖

を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
.
子
供
が
心

身
と
む
に
一

人
前
に
屯
り
、
も

っ
て
止

ま
れ
た
む
町
を
ト
分
に
発
刊
で
き
る
よ

ワ
に
、
棋
倒
的
世
を
注
い
で
い
く
こ
と
、

こ
れ
が
脱
の
務
的
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

親
に
と

っ
て
子
供
は
何
な
の
か

山
分
の
仕
事
的
後
継
さ
に
怠

っ
て
欲
し

い

こ
ん
な
邸
山
む
あ
る
で
し
ょ
う
.

し
か
し

f
供
円
未
来
を
親
が
脚
下
に

決
的
て
し
ま
う
の
は
か
わ
い
そ
う
で
す
.

下
供
は
碗
か
に
円
分
た
ち
が
つ
く

っ

た
も
の
で
す
が
、
生
ま
札
た
日
か
ら
す

で
に
別
的
制
体
で
す
.
掛
り
で
品
開
き

詫?
摩ま

武;
健(

東
京
都
立
大
学

教
授
仙
理
学

炉
供
に
は
子
供
何
人
生
が
あ
り
ま
す
.

下
供
向
人
生
円
以
後
ま
で
礼
服
け
る
こ

と
は
一

般
に
は
で
き
ま
せ
ん
.
炉
供
に

ワ
え
た
も
の
の
す
べ
て
は
決
し
て
組
に

は
州
っ
て
き
ま
せ
ん
.
税
と
干
の
貸
借

附
係
は
つ
ね
に
税
町
側
同
亦
乍
に
耕
わ

り
、
こ
れ
が
次
々
に
繰
り
返
さ
れ
て
い

， 

わガ家のアイドル

自動車免許の

更新時講習会の

お知らせ

四
月
七
日
は
「
世
界
保
健
ア
|
L
。

「
明
日
を
さ
さ
え
る
子
供
の
健
康
」

ガ
、
今
年
の
園
内
標
語
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
わ
疋
し
だ
ち
人

類
ガ
い
つ
ま
で
も
健
康
な
山
と
体

を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
い

つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
次
代
を

担
う
子
供
芝
ち
が
健
康
で
あ
る
か

ど
う
か
巳
か
か
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
健
康
づ
く
り
は

妊

娠

中

か

勺

• .' 
ま
す
.

純
は
あ
ま
り
自
覚
し
ま
せ
ん
が
子

供
を
育
て
て
い
る
川
に
税
山
身
も
人
川

と
し
て
成
民
し
ま
す
.
子
供
を
育
て
な

く
て
は
念
ら
な
い
と
い
う
万
任
感

干

供
に
対
し
て
童
相
川
を
も

つ
こ
と
が
、
脱

自
身
を
成
長
さ
せ
る
の
で
す
.

子
供
は
、
成
長
し
て
親
の
も
と
か
ら

離
れ
て
い
き
ま
す
.
さ
び
し
い
こ
と
で

す
が
、
親
は
そ
れ
に
耐
え
、
子
供
の
無

事
な
成
長
を
祈
り
な
が
ら
、
と
も
に
過

こ
し
た
共
通
の
思
い
出
を
基
礎
に
、

与

え
受
け
取
る
と
い
ヲ
縦
町
附
係
で
は

あ リます町ヨ，

戸田圭三さん長女(南栄町)

はーい、 tケ さまコンニチワ'

fl は、.~(~とくだも のがダイ 、ダイ、ダ

イ好きな tJ:町千です.

はーい、今はテープル円上にあがった

り食器棚円戸を1mけたりすることに興味

があります.

お母さんから一 宮=女らしい企ころも

58年 5月24日生

(JOヵ月)鈴紀ちゃん

妊
娠
中
町
栄
礎
的
取
り
方
は
、
わ
ぬ
母

さ
ん
ば
か
り
で
な
〈
、
生
ま
れ
る
子
供

に
も
彬
轡
し
ま
す
.

例
え
ば
.
乳
曲
が
生
え
始
ま
る
の
は

生
後
六

i
七
か
月
ご
ろ
で
す
が
、
土
古

と
な
る
ア
ゴ
の
曲
は
妊
娠
六
週
ご
ろ
に
、

，
曲
の
芽
e

と
な
る
も
町
は
-
一
か
月
ご

ろ
に
そ
れ
ぞ
れ
で
き
あ
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
a

(14) 

そ
し
て
、
妊
娠
四

1
五
か
月
ご
ろ
に

は
お
母
さ
ん
町
血
植
中
町
カ
ル
ン
ウ
ム

や
り
ン
を
使

っ
て
、

石
灰
化
が
始
ま
リ

ま
す
.
妊
娠
中
は
、
お
腹
円
赤
ち
ゃ
ん

の
こ
と
も
弔
え
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
常
益

を
と
り
ま
し
ょ
う
.

ま
た
、
お
母
さ
ん
の
精
神
状
態
も
胎

児
の
発
育
に
関
係
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
妊
娠
中
は

体
養
や
睡
眠

を
よ
く
と
り
、
軽

い
巡
動
な
ど
を
し
て
、

ス
ト
レ
ス
を
た
め
主
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
a母

乳
で
育
て
よ
う

母
乳
に
は
抗
菌
性
(
雑
菌
に
対

L
抵

抗
力
を
も
た
せ
る
)
が
あ
り
、
母
乳
で

有
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
病
気
に
か
か
り

に
〈
い
と
い
う
制
査
結
果
も
あ
り
ま
す
.

ま
た
、
母
札
を
飲
む
と
き
円
必
母
さ

ん
と
の
触
れ
合
い
は
、
制
神
的
発
行
に

も
血
裂
で
す
.
せ
的
て
三
か
月
ま
で
は

母
乳
で
育
て
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
し

よ
も
ヲ
.

な
く
、
縦
し
〈
位
制
し
合
え
る
人
間
同

土
町
関
係
を
つ
く
っ
て
い
〈
よ
う
に
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
.
税

に
も
‘
干
供
に
も
人
生
は
一
度
し
か
経

験
で
き
な
い
の
で
す
.

北格山町

北槍山町

今金 町

(15) 

14時 -16~寺

11 

11 

町民課交通安全係から

04月11日

05月9日

05月23日



C 

河
端
町
長
が
退
院

町
民
的
皆
様
に

迷
惑
を

三
月
二

十
四
日
に
病
状
経
過
良
好
に

お

か
け
し
ま
し
た
カず

~I画
て
退
院
し
ま
し
た
。

月
中
は
自
宅
静
養
し
ま

服
務
す
る

カず

四
月
か
ら

す
と

いな

り
ま
し
た
グ

ι 
j 
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発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場'C 

耐
側
②
O
A
t
-
T
番

(16) 

編
集
/
企
画
課
広
報
係


